
下
痢
止
め
フ
ィ
ル
ム
剤

ツ
キ
オ
カ
フ
ィ
ル
ム
製
薬

箔
押
し
印
刷
技
術
応
用

　
下
痢
止
め
フ
ィ
ル
ム
剤
は

０
・
２

と
薄
く
、
長
さ

×
幅

と
小
さ
な
切

手
状
で
携
帯
し

や
す
い
。
母
材
は
で
ん
ぷ
ん

由
来
で
、
水
な
し
で
も
口
中

で
簡
単
に
溶
け

る
。
こ
れ
ら
の

特
性
は
、
外
出

先
で
の
急
な
服

用
が
必
要
な
下

痢
止
め
薬
に
適

し
て
い
る
。

嚥
下
障
害
を
持

え
ん
げ

つ
人
や
高
齢

者
、
幼
児
も
服

用
し
や
す
い
。

　
フ
ィ
ル
ム
製

剤
は
生
体
内
に
直
接
吸
収
で

き
、
錠
剤
や
飲
み
薬
よ
り
少

な
い
薬
量
で
十
分
な
効
能
が

期
待
で
き
る
。
原
液
を
樹
脂

フ
ィ
ル
ム
上
に
塗
布
す
る
製

法
に
よ
り
、
熱

や
圧
力
に
弱
い

成
分
も
扱
え

る
。
苦
み
の
あ
る
粒
子
状
薬

剤
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
技

術
も
持
ち
、
服
用
時
の
不
快

感
も
抑
え
ら
れ
る
。

　
同
社
の
本
業
は
箔
押
し
印

は
く

刷
。
そ
の
派
生
技
術
と
し

て
、
可
食
フ
ィ
ル
ム
や
フ
ィ

ル
ム
製
剤
を
事
業
化
し
た
。

下
痢
止
め
フ
ィ
ル
ム
剤
は
、

初
め
て
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製

剤
製
品
。
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東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

患者の被ばく線量管理

　
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
が
開
発
し
た
「
Ｄ
ｏ
ｓ

ｅ
Ｒ
ｉ
ｔ
ｅ
　
Ｄ
Ｔ
Ｓ
」
は

Ｘ
線
循
環
器
診
断
装
置
を
使

っ
た
血
管
内
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
・
治
療
時
に
、
患
者
の
被

ば
く
線
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
管
理
で
き
る
。
３
次
元
患

者
モ
デ
ル
画
像

に
、
カ
ラ
ー
マ

ッ
プ
で
皮
膚
入

射
線
量
を
表
示

す
る
仕
組
み

だ
。

　
Ｘ
線
を
使
っ

た
検
査
や
治
療

は
照
射
条
件
が

常
に
変
化
す
る

た
め
、
正
確
な

被
ば
く
線
量
や

被
ば
く
位
置
を

確
認
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
。
そ
の
た
め
放
射
線
皮
膚

障
害
な
ど
の
医
療
事
故
が
起

こ
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。

　
同
技
術
は
Ｘ
線

の
照
射
条
件
や
照

射
視
野
サ
イ
ズ
、

カ
テ
ー
テ
ル
テ
ー

ブ
ル
の
位
置
情
報

な
ど
を
受
信
し
、

仮
想
患
者
モ
デ
ル

デ
ー
タ
を
使
っ
て

入
射
線
量
を
計
算

す
る
。
一
方
向
か

ら
の
Ｘ
線
の
集
中

照
射
を
避
け
る
な

ど
、
患
者
負
担
を

軽
減
し
た
低
侵
襲
な
検
査
・

治
療
が
可
能
。

点
滴
ス
タ
ン
ド
「
ｄ
ｉ
ｖ
ｏ
」

岡
村
製
作
所

看
護
師
に
も
患
者
に
も

　
岡
村
製
作
所
の
点
滴
ス
タ

ン
ド
「
ｄ
ｉ
ｖ
ｏ

デ
ィ
ー

ボ

」
は

看

護
師
に
も
患
者

に
も
や
さ
し

い

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発

さ
れ
た
。
従
来
の
点
滴
ス
タ

ン
ド
に
欠
け
て

い
た

看
護
師

の
業
務
負
荷
軽

減

常
に
清
潔

に
保
つ

患
者

が
安
心
し
て
持

っ
て
歩
け
る

使
う
人
の
心
を

明
る
く
す
る

使
う
人
を
選
ば

な
い
調
整
機
能

―
を
実
現
す
る

工
夫
を
各
パ
ー
ツ
に
施
し
て

い
る
。

　
最
大
の
特
徴
は
、
高
さ
調

整
機
構
部
の
安
全
ス
ト
ッ
パ

ー
。
一
般
的
な
ネ
ジ
固
定
式

で
は
な
く
、
ス

ト
ッ
パ
ー
を
指

で
押
し
上
げ
る

だ
け
で
ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ

て
伸
縮
が
可
能
に
な
り
、
手

を
離
す
と
確
実
に
ロ
ッ
ク
。

ま
た
輸
液
フ
ッ
ク
部
を
リ
ン

グ

円
筒

形
状
と
し
、
リ

ン
グ
の
外
周
に
沿
わ
せ
て
簡

単
・
確
実
に
輸
液
を
掛
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
。
点
滴
ス

タ
ン
ド
を
押
し
な
が
ら
歩
く

際
も
輸
液
が
揺
れ
に
く
く
、

ス
タ
ン
ド
全
体
の
安
定
性
を

保
つ
。

小
型
高
効
率
コ
ー
ヒ
ー
ミ
ル

富
士
電
機

小
型
・
省
ス
ペ
ー
ス
化

　
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
粉
砕
し
て

抽
出
工
程
に
送
る
装
置
で
、

コ
ー
ヒ
ー
サ
ー

バ
ー
な
ど
に
搭

載
さ
れ
る
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

限
ら
れ
た
場
所
に
設
置
で
き

る
よ
う
小
型
・

省
ス
ペ
ー
ス
化

し
つ
つ
、
風
味

を
損
な
わ
ず
短

時
間
で
粉
砕
す

る
設
計
だ
。

　
豆
の
投
入
経

路
を
垂
直
に
す

る
と
と
も
に
、

カ
ッ
タ
ー
の
回

転
数
を
５
分
の

１
に
抑
え
た
。

自
重
で
豆
を
送
れ
、
回
転
す

る
刃
が
豆
を
は
じ
く
の
を
防

げ
る
。
重
さ
は
約
３
分
の
１

に
、
消
費
電
力
量
は
４
分
の

１
に
減
ら
せ
た
。
低
速
回
転

の
た
め
熱
が
発

生
せ
ず
、
コ
ー

ヒ
ー
の
香
り
を

保
ち
風
味
が
向
上
す
る
。

　
総
抽
出
時
間
が
延
び
な
い

よ
う
、
粉
砕
前
に
粗
び
き
工

程
を
入
れ
、
豆
の
充
填
率

じ
ゅ
う
て
ん

を
高
め
て
回
転
数
あ
た
り
の

粉
砕
量
を
従
来
比
２
・
７
倍

に
向
上
。
ま
た
静
電
気
を
取

り
除
い
て
粉
砕
し
た
豆
の
飛

散
を
抑
え
、
清
掃
時
間
を

分
の
１
―

分
の
１
に
短
縮

す
る
な
ど
操
作
性
を
高
め

た
。

シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
用
防
虫
設
備
「
バ
グ
シ
ー
ル
ド
」

竹
中
工
務
店
／
日
本
エ
ア
ー
テ
ッ
ク

薬
剤
一
切
使
わ
ず
防
虫

　
竹
中
工
務
店
と
日
本
エ
ア

ー
テ
ッ
ク
が
共
同
開
発
し
た

シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
用
防
虫

設
備
「
バ
グ
シ
ー
ル
ド
」
は

薬
剤
を
一
切
使
わ
ず
、
食
品

・
医
薬
品
な
ど
の

工
場
や
倉
庫
で
害

虫
が
侵
入
す
る
の

を
防
ぐ
。
搬
出
入
口
の
シ
ー

ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
一
体
化

し
、
開
閉
時
に
誘
虫
用
蛍
光

灯
で
集
め
た
飛
来
虫

ハ

エ
、
ユ
ス
リ
カ
な
ど

を
フ

ァ
ン
で
吸
い
取
る
と
と
も

に
、
シ
ー
ト
下
部
で
屋
内
側

か
ら
屋
外
側
に
向
け
強
く
排

気
し
て
侵
入
し
よ
う
と
す
る

歩
行
虫

ア
リ
、
ダ
ン
ゴ
ム

シ
な
ど

を
吹
き
飛
ば
す
。

　
フ
ァ
ン
に
よ
る
飛
来
虫
の

吸
引
は
十
分
な
検
証
を
重

ね
、
吸
い
込
み
面
で
捕
獲
効

率
が
落
ち
な

い
最
低
限
の

風
速
を
毎
秒

１

に
設
定
し
、
そ
の
空
気

を
捨
て
ず
に
、
歩
行
虫
の
侵

入
阻
止
に
有
効
活
用
す
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
計
。
薬
剤
を

使
わ
な
い
た
め
人
体
の
健
康

リ
ス
ク
も
な
く
、
環
境
負
荷

の
小
さ
い
防
虫
を
実
現
す

る
。ビールの泡品質向上

樽
生
ビ
ー
ル
の
ビ
ー
ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
カ
ラ
ン
に
装
着
す
る
部
品

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

　
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
が
開
発

し
た
「
樽
生
ビ
ー
ル
の
ビ
ー

ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
カ
ラ

ン
に
装
着
す
る
部
品
」
は
、

飲
食
店
で
提
供
さ
れ
る
樽
生

ビ
ー
ル
の
泡
品
質
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
樽
生
ビ
ー
ル
の
泡
は

飲
む
前
の
見
た
目
の
良

さ
、
飲
ん
だ
と
き
の
口

当
た
り
の
良
さ
、
お
よ

び
液
中
の
二
酸
化
炭
素

が
抜
け
る
こ
と
を
防
止

す
る
―
の
３
点
で
、
樽

生
ビ
ー
ル
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
泡
が
き

め
細
か
い
ほ
ど
、
口
当

た
り
が
良
く
な
る
。

　
従
来
の
ビ
ー
ル
泡
の

注
ぎ
出
し
で
は
ビ
ー
ル
泡
が

垂
直
に
落
下
し
、
液
面
に
落

ち
た
時
の
衝
撃
で
ビ
ー
ル
液

面
が
発
泡
、
粗
雑

な
泡
を
発
生
さ
せ

て
い
た
。

　
今
回
開
発
し
た

部
品
に
よ
り
、
ビ

ー
ル
泡
が
水
平
方

向
に
、
グ
ラ
ス
の

壁
面
に
沿
っ
て
注

ぎ
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
粗

い
泡
の
発
生
が
激

減
し
、
き
め
細
か

な
泡
が
多
く
な
っ

て
飲
用
時
の
口
当
た
り
も
良

く
な
り
、
泡
の
消
失
も
し
に

く
く
な
っ
た
。

健康・医療機器部品賞
第
１
１
回
／
２
０
１
４
年
○
モ
ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
超

生活関連部品賞

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 １１月２７日 木曜日 　　


